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1.イントロ 

Ｍ３１の核の光が巨星か矮星かという問題でさえまだ不明。 

銀河の光が最もつよい１μ ｍ付近で Ca II 8498, 8542, 8662 A は大気吸収線の影響が少なく、強度が強い 

――＞線強度とスペクトル型、光度クラス、メタル量の関係を調べる。 

CaT(Cohen 1978)=光度指標 Merrill 1934, Keenan/Hynek1945, Alloin 12969  

2.観測 

ＥＳＯ１，５ｍ ６２星 １１４Ａ／ｍｍ 分解能＝３Ａ 

  

サンプルの範囲 

－0.6 < [Fe/H] <0.23 

3600<T<10800 

0.7<log g<5.0 



  

図１ 観測例 左４，５はＧ２型の矮星と超巨星：ＣａＴ強度の差に注目。 

      Ｆ－ＧにかけてＤ同士、Ｇ同士であまりＣａＴ強度に変化がないことにも注目。 

等値幅の測定 

 連続光、＜―― ＜Ｍ２では、８４８０，８６３５，８９０５Ａを直線で結ぶ。 

          ＞Ｍ２では、ＴｉＯのために８４８０Ａが落ちる。８６３５と８９０５のみ使用。 

３．結果 

 

図３ Ｗ（ＣａＴ）と log g の関係。 

矮星  卵：Ａ型、 ◇：Ｆ型、 △：Ｇ型、○：Ｋ型、□：Ｍ型 

巨星                ▲：Ｇ型、●：Ｋ型、■：Ｍ型 

 

ｄlog g/dW=-1程度の傾きで相関が良い。 

 



（ｂ）温度相関はあまり良くない。 

（ｃ）重力 

 Δ Ｗ＝Ｗ（ＣａＴ）－Ｗ（図３の関係）はメタルに相関する。 

  

図５ Δ Ｗと[Fe/H]の関係。 

ＩＶ 種族合成 

    

Ｖ結論 

 １．ＣａＴはＦｏ－Ｍ５で容易に見分けられる 

 ２．Ｗ（ＣａＴ）とｇの相関はよい 

 ３．Δ Ｗをメタル推定に使える。 

 ４． 

 


